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技術相談 

提供可能技術： 

・日本語の歴史 

・古典文法 

・明治時代の小説の文章 

 

 
研究内容： 明治期小説作品における口語文への過渡期に見られる特異な接続関係の研究 

 

 明治 20 年頃までの小説作品の地の文（会話や引用を除いた叙述部分）は、文語文であり、話しことばとはかけ離れた

ものであった。外国文学の影響もあり、地の文を話しことばに近い形にしようと口語文を模索したのが、明治 20 年頃に

盛んであった「言文一致運動」である。「言文一致」を試みた小説家は、二葉亭四迷、山田美妙、尾崎紅葉などがいる

が、他の小説家はすぐに倣うことをしなかった。尾崎紅葉はその後、言文一致をやめ、文語文で小説を書くようにさえな

るのである。 

 下の表は、明治 20 年から明治 41 年までに小説作品の文末表現を調べたものである。文末の形式毎に項目を立て、

上から、文語文末であるもの、どちらとも判断できないもの、口語文末であるものに分けている。明治 28 年あたりから、

口語文末の作品が出てくることがわかる。明治 28 年以降は、ほぼ口語文末の作品となっている。言文一致運動から 10

年経たないと、口語文は定着しないのである。 

 明治 28 年あたりの文語文から口語文への移行期には、独特な表現が見られる。一つの作品の中に「迯
にげ

行
ゆき

けり」という

文語表現を用いながら、「逃
にげ

て行
ゆ

く」という口語表現も用いたりと、文末を統一していない場合がある。また、文末は文語

助動詞でありながら、動詞が口語的な促音や撥音を用いて接続している場合もある。例えば「なツたり」「飛立つたり」 

「灌込んだり」というように、文語助動詞「たり」の直前の動詞が 

音便化しているのである。本来なら文語的に「なりたり／飛び立 

ちたり／灌込みたり」とするか、口語的に「なった／飛び立った 

／灌込んだ」とするものである。「笑つて出て行きぬ」のように、 

動詞を接続助詞「て」でつなぐ口語的表現 とともに文語助動詞 

「ぬ」を用いる場合もある。「笑って出て行った」でも「笑ひ出で行 

きぬ」でもないのである。 

また、これとは逆に、文末は口語助動詞でありながら、動詞 

が文語的な場合もある。例えば「來
き た

つた」と「来たる」という文語 

動詞を促音便化させ「來
き た

つ」にし、口語助動詞「た」を接続してい 

る。「来たりたり」あるいは「やってきた」となるようなところであ 

る。 

 以上のように明治期の小説は、それぞれの作家が試行錯誤 

をしながら作品を発表する過程を経て、口語文確立へと続いて 

いくのである。 
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